
 

本部からの悲しみの報告 

― スポンサーチャイルドの死 ― 

ビル牧師から、この悲劇的なニュースを皆さんにお伝えいただきたいと
いう連絡が入りました。このメトロのレポートに掲載するように依頼さ
れましたので、急遽、ケニアでのメトロのスポンサーチャイルドの栄養
失調による死についてご報告申し上げます。 

今のこの時代にもなお、栄養失調で亡くなる子どもは世界中で数多くい
ます。胸の痛むとても悲しい現実です…。 

掲載したのは、亡くなった子どもとお姉ちゃんの写真です。この子がと
ても弱っていたので、お姉ちゃんが彼をおぶっているところです。本当
に同年齢の子どもに比べ、とても小さく体力もありませんでした。これ
が、私たちが毎日世界中で支援している地域に住む多くの子どもたちの

現実です。ですから、皆さんからのご支援やプレゼントは、彼らに
とって文字通り命綱なのです。 

彼はメルビンと言い、家庭の状況がとても悪いので、スタッフの配
慮により、小学校入学前にスポンサーチャイルドに登録されまし
た。亡くなった時は７歳で、クリスマス休暇中でした。死因は栄養
失調と発表されました。メルビンは、⺟親と姉と兄を残してこの世
を去りました。姉は３年生、兄は４年生です。 

メルビンは、州立総合病院（PGH）に何度も入退院を繰り替えして
いたようです。PGH の医師は、自分ではこれ以上対処できないと
判断して、彼をナイバシャの病院に紹介しました。しかし彼の⺟親
は、食事を手に入れるのにも苦労していたため、遠方にある病院ま
での交通費を工面することができず、彼をその病院に連れて行けま
せんでした。 

収入のほとんどは、食費に使われていましたが、それでも十分では
なく、彼らはしばしば空腹のまま床についていました。子どもたち
の父親は、家庭の稼ぎ手でしたが、失業して、最終的には家族を捨
てて、いなくなりました。 

彼らは今でも経済的に、そして食べ物に苦労しています。健康状態
も良くない⺟親が、今では⼀家の大⿊柱と 
なっています。彼らは小さな小屋のような 
借家に住んでおり、家賃の支払いだけでな 
く、家族を養うための食費の支払いにも苦 
労しています。 

この家族の上に、そしてすべての苦しむ子 
どもたちの上にイエス様の慰めと助けがあ 
るようにお祈りください。 


